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8 し ん か ん せん の 
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新庄 〇 
や ま 多 計 
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往 拉 線 区 間 : 時 速 130km) 


ee 新幹線 か ら 企 来 線 の 富山 OF 撤 徹 叶 / 
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幹線 是 両 より 長 さや 幅 が 小さ く 〔 


な っ て いま す 。 敦賀 













新幹線 
た け お か ん 文 ミ ニニ 新幹線 
8 秋田 新幹線 ai 
科 † (東京 和田 ) 
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か ご し ま * 秋 四 電線 EG 系 







も りお か か ん 5 ほ く 


^ 忠 岡 間 を 東北 


か ん せん 


新 電線 5 系 「 は けい けい 。 へ いけ つ 
や ぶさ 」 と 併結 し ※E5 系 と E6 系 の 併結 
そく ざい らい せん く かん じ そく 


て 規 り ます 。 (最高 速度 新幹線 区 間 : 時 速 320km 往来 線 区 間 : 時 速 130km) 
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_ / 拓 洲 ー ア ン に | ノ レク 人 
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- ペン リ 暫 シン N 
催 レーー デ し 還 


く し ん か ん せん 


時 の 北陸 新幹線 (E2 系 ) 


ング アア リア アン レア シク レノン ア アン 


東海 道 新 野 六 








けん な い が かく え ぜん せん 


中 内 各駅 か ら の 所 要 時 間 ( 全 線 開業 後 ) 


あわ ら お ん せん 


攻 原 光 泉 5:0B 1 1:591 0:5 あ か に 1:15 


ふく い 


福井 1S:B8 1:51 0:40 0:55 


な ん えつ ぶし 


南越 (仮称 ) | つ :O8 | : 儲 9 | 0:45 | 1:O 人 4 


敦賀 。 2:45! 1:51 ! O:88 0:44 
小 浜 SB63 8S14 ほ 0:19)i 0:58 
※ 所 要 時 間 は 、 還 衣 に 旦 づ く 県 の 和 算 値 で す 。 
※ 開 業 後 の 運 行 ダ イヤ は J R が 決定 し ます 。 
お お みや 
大 宮 
〇 
と うき ょ う 
東京 
ほ く りく し ん か ん せん 6 けい か が く 


北陸 新幹線 の 版 お と 今後 の 計画 
1975 年 義男 決定 
1997 年 計 崎 長野 間 開業 


と うき ょ う た か さ じょう えつ し ん か ん せん 


: | ※ 東 京 高崎 間 は 上 越 新幹線 と 共用 
2015 年 : | 長野 . 金 沢 間 開業 





て い <。 つる が し ん お お さか か ん か い ぎょ う 


時 期末 定 : 教 賀 * 新 大 阪 間 開 業 
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それ ぞ れ の 新幹線 が 員 形 な ど を 考え な が ら 

どこ を 通る か は 工事 の くわ し い 

な 律 に 量 づい て 計画 を 立て ます 。 

国土 交通 大 臣 が 決め ます 。 新幹線 が 通る 場所 に 拓 を 打っ た り 、 
『 圭 を 行い ます 。 


うし 『 埋 





ぜん こく し ん か ん せん て つど う せ し い 





いび ほう 。。 お も 。 く か ん じ る < 
※ 王 国 新幹線 鉄道 整備 法 で 、 主 な 区 間 を 時 速 200km 
し ん か ん 


いじ ょ う は し せん 
以上 で 走る の が 「 新 幹線 」 と され て いま す 。 


新幹線 を 試し に 

何 度 も 走ら せ て 施設 に 
問題 が な いか を 調べ ます 。 
乗務 員 の 訓練 も 同時 に 行い ます 。 





し ん か ん せん や 1 5 な ど 、 
新幹線 の 施設 の 
設計 を し ます 。 


新幹線 を 走ら せる た め の 
レー ル や 人 架線 や 訳 な どの 
設備 を つく り ます 。 









PA に は 、 
和 答 線 を つぐ る 
aa ん の 


を 作る た め に 
必要 な 土地 を 買い ます 。 





いよ いよ 工事 開始 で す 。 

ます 、 ト ン ネ ル や 

計 架 柱 な ど 土台 に な る 
きら を つく り ま す 。 
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工事 の 進め 廊 見 て ずつ! 







の くだ いた 岩 を ダン プ ト ラ ッ ク や 
ベル トコ ン ベ ア ー な ど で 外 へ 運び 出し ます 。 


み ア グ どん 志ん = ラプ グティ 
EN Zs 





で つう: ほっ た トン ネル が くず れ な いよ うに -、 半 円 状 の 鉄 わく (支保 工 ) で 
支え 、 コ ンク リー ト を 吹き つけ た あと 、 山 に うめ こみ ます 。 


eSNNBAB 
きり 四 
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山 の 中 に 新幹線 を 走ら せる た め 、 トン ネル を つく る 工事 が 行わ れ て いま す 。 
トン ネル の つく り 方 に は いろ いろ あり ます が 、 こ こ で は 福井 県 ほ 内 の 
多く の トン ネル で 行わ れ て い \ ヽ る ナ ト ム 工法 を 紹介 し ます 。 


4 山 か ら 染み 出 て くる 水 を 防ぐ た め に 、 ビ ニー ル シ ー ト を は り ま す 。 
最後 に 半 円 形 の 壁 を つく り ます 。 


みな みえ ち ぜ ん ちょ う 。 つる 


南越 前 町 と 教 賀 市 を また ぐ [ 新 北陸 トン ネ ル ] は 長 さ が 19.8km も あり 、 完成 すれ ば 全国 で 6 番 
時 と て も 長い の で 、 工 事 を 6 つの 区 間 に 分 け て いっ せい に ほっ 


ご 2 同 は 


福 夫 県 は 


を 『 ト フネ ル 延 諾 ラフ キ フ フ 


| 書 隊 トン ネル 58.9km PT 
了 トン ネル 26.4krn 東北 新幹線 
| 当 ま ー 戸 トン ネル | 25.8kn 東北 新幹線 
飯山 トン ネル 1S8.8km 北陸 新幹線 
| 大 清水 トン ネル 88.km 上 超 新 電線 


< ぽく < ・ ほ く りく し ん か ん せん 


新 北陸 トン ネル 19.8km 北陸 新幹線 
補導 の よう す 








し き 。 こう 。 か きょう 
け だ 式 高崎 格 
橋 き ゃ く と よ ば れる 大 き な 柱 に けた を の せ て 組み 
立て ます 。 柱 と 柱 の 間 か く を 長く で きる の で 、 道 
路 を また ぐ と ころ な ど に 使わ れ ます 。 





こう じ 語 ふく いた か や な ぎ こ う か きょう ふく い し 
工事 の よう す 福井 高柳 高架 橋 ( 福 井 市 ) 
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と ウ 


新幹線 は 地上 より 高い と ころ に 連 続 し て か けら れ た 橋 ( 高 朱 橋 ) の - 上 を 走り ます 。 
高 条 橋 は 、 構造 告 に より いろ いろ な 種類 が あり ます が 、 
ここ で は 新幹線 で よく 見 られ る 橋 を 紹介 し ます 。 


高橋 が 道路 を また ぐ 場合 は 、 け た を か ける 工事 の 間 は 交通 規制 を し な けれ ば いけ ませ ん 。 巡 
通 量 の 多い 交差 点 で は 、 交 通 規制 の 時 間 を で きる だ け 短 くす る た め 「 お し 出し 工法 」 と 呼ば れ 
る めずらし い 工 法 で 大 き な けた を か け ます 。 差 点 手前 の 橋 き や く の 上 で つく られ た けた に 、 落 
下 防止 の た め の 手 延べ けた を 取り つけ 、 深 夜 に 特 し ゅ な 機械 で 少し ずつ お し 出し て 交差 点 を ま 


7 さま 9 





ーー 一 Wh be 
リン AE こさ 
けた を が ーーーー-- 
Ca ーー . 搬 
し まう の Ys ( 


工事 の 進め 万 な 見 て お よう! 









の 橋 げ た を つく り ま す 。 橋 きゃ く を 中 必 に し て 、 
「 や じ ろ べ え 」 の よう に 34m ず ぎ つ バ パラ ンス を と りな が ら 
左右 に 張り 出し て いき ます 。 5 






こう 最後 に それ ぞ れ の 橋 き ゃ く か ら 
張り 出し た 橋 げ た どう し を つなぎ ます 。 
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川 を また ぐ と ころ に は 、 橋 りょう が 設置 され ます 。 ーー 
地形 や 川 は ば な ど 周り の か ん 境 に よっ て 工事 の 方 法 や 橋りょう の 構造 が ちがい ます 。 
ここ で は 、 福 井 県 で も っ と も 大 き な 九 頭 竜 川 を また ぐ 橋 りょう の 工事 を 紹介 し ます 。 


_ 刀 頭 章 川 樽 リ りょう 
ー 道 路 の 間 を 新幹線 が 走る めずらし い 橋 りょう 


九頭竜 川 橋りょう は 、 新 幹線 と 道路 (県道 福井 森田 丸岡 線 ) が 同じ 橋 き ゃ く を 利用 し ます 。 こ れ 
ぜん こく は じ ほう ほう の ) (の gi2 すく 
は 全国 で も 初め て の 方 法 で 、 そ れ ぞ れ 別に つく る より も 費用 が 少な を く て すみ ます 。 


か ん せい 


『 
の 





NN、 


NN ンー れい 誠 ね か っ し じ 
NN、、 ペ ~ <・、 令 和 2 年 3 月 の よう き 








新幹線 が 走る レー ル を 敷き ます 。 運 ん で きた レー ル を 
クレ ー ン 車 で 高架 橋 に 吊り 上 げ ま す 。 1 本 25 メ ー ト ル の 
レー ル を 8 本 つなげ 、200 メ ー ト ル の 長い レー ル に し ます 。 


<06。。 





『 


レー ル ど うし を つなげ る 8 本 つなげ て 200m に 


長く し た レー ル を 使っ て 、 
材料 を 運ぶ た め の 仮 の 線路 を つく り ま す 。 


/ 





) 


き か い お く だ か ん か く 。 ひろ かり 。 せん ろ 
機械 で レー ル を 送り 出す レー ル の 間隔 が 広い 仮 の 線路 


こう 仮 の 線路 の 上 に 機械 を 走ら せ て 
レー ル の 間 に コ ンク リー ト の 板 を 敷い て いき ます 。 





コン クリ ー ト の 板 を 敷く 機械 表 い た あと の よう す 
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福井 県 内 の 新幹線 が 走る 区 間 で は 、 1 本 25m の レー ル が 約 13. 300 本 使わ れ ます 。 
ここ で は 、 新 幹線 が 走る レー ル を 敷く 工事 を 紹介 + し ます 。 


| 「 吊 の 






4 コン クリ ー ト の 板 の 上 に 
レー ル を 載せ 、 


数 キロ メー トル か ら 
数 十 キロ メー トル の 
長 さ に つなげ ます 。 


人 の まで レー ル を と りつ け て いき ます 


し レール は ど ごう や っ て 運 M で こら の? 


げん ば 


製鉄 所 で 作ら れ た 新幹線 の レー ル は 、 船 で 近く の 港 まで 運び 、 そこ か ら ト レー ラー に 乗せ て 現場 
まで 運び ます 。 


レー ル を 肖 か ら 陸揚げ じ で いる まう 融 
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> あわ ら 温 泉 の 癒し と 旅情 が 漂う 駅 


あわ ら 温 泉 を イ メー ジ し た 、 
落ち つい た 和 の お も むき が 
ある デザ イン だ よ 。 


3 中間 中 是 | 


本 還 すす エーーーーー+T 
ーー ら 





La F 時 
・ 二 1 旨 朋 


= 。 
2 





吐 公 031 ス ニ シ 


駅 西口 に 、 観 光 案内 所 や カフ ェ レ 


スト ラン 物販 店 舗 、 魅力 体感 施 
設 な ど が 整備 され ます : 


ぎわ い 施 設 の イメ ー ジ 


< 還 還 還 還 本 議 STT エ T 枯 工 枯 8 理 可 


ジグ 多 、 ク ググ 
。 。 但 : 





じ さ せる デザ イン だ よ 。 


と 


人 者 は ま 岳 8 
穫 8HN 


に ーー ーー 
dg 、 7"」 
/ の mp ンコ 
L_ ー デ チー Ni 


人 





記 二 00 ペラ シン 


えき ひがし が わ 還 か ん 2 あん な い し ょ こ ー 
駅 東側 に 、 観 光 案 内 所 や カフ ェ 、 
こう りゅう 。 て ん 


交流 、 展 示 ス ペー ス な ど を 備え た 
観光 交流 セン ター( 仮 称 ) が 整備 
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、 
9 
人 
四 っ 天 軸 
oi 幸い の 電 
1 二 
bl em 
ュ 3 二 ーー 
ドー っ | 1 
PP 」 1 
日 で に な 9 
有 M 1 デ 
二 し 9 
1 
14 旨 デ 
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hh 
の 
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直前 市 の シン ボル で ある 
コウ ノ ト リ が 飛ぶ ぷす が た を 
イメ ー ジ し た デザ イン だ よ 。 


南越 ( 仮 和 ) 駅 は 、 

4 つの 駅 の な か で 礁 一 
在 来 線 の 駅 か ら 

< 

駅 が つく られ る ん じゃ 。 





駅 西側 に は 、 観 光 案 内 
所 や 物産 販売 所 、 飲食 
多 設 な ど が 入る 「 道 の * 


駅 が 整備 され ます 。 


みち えき 
道 の 駅 の イメ ー ジ 








ン 煙 めく 大 海 か ら 未 来 へ 飛翔 する 駅 


波 が さら めぐ 敷 軸 江 に 
コリ カモ メ が 飛ぶ ぷす が た を 


s イメ ー ジ し た デザ イン だ よ 。 


上 な ま 線 写 還 
9 称 





ホー ム の イメ ー ジ 


駅 西 地区 に は 、 書 店 に ワー クス 
ペー ス や カフ ェ 機 能 を 備え た 知 


育 ・ 菅 発 施設 や ホテ ル 、 飲 食 ・ 物 販 
施設 な ど が 整備 され ます 。 





ぇ き に し ち < 
駅 西 地 区 の イメ ー ジ 
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人 MD (MD 


E7 和 比 VV7 秒 


ー。 


12 号 車 は 、 全 部 で 18 席 し か な く て 、 座 席 が 

ゆっ た り し て いる ご うか な 車両 [グラ ンク ラス ] 
けい し ょ く の も の 

で す 。 軽 食 と 飲み 物 の サー ビス も あり ます 。 









で ん と う ぶん が か 


の 約 


ゴイ ーー 
8 る あ 。」 


- 座 語数 924 席 (2 南紀 
5 前 か が らき (全車 記 が ゆな い 症 タ イブ 


TL Le 


は ぐ た か (者 駅 に 停車 する タイ プ ) 
つる ぎ ( 語 山 ご 金沢 間 の み 運 行 ) 
ンジ ググ 


MMW 則 





農 


で てい 





運転 席 に ある 3 つの モニ ター で は 、 
全て の 車両 の 状態 を 確認 で きま す 。 








きる 
M/N4 


6] RIE きり 「o に < 


は や 
人 


加 さ の UJ つ 







新幹線 










と 老 
ト フ ネル な 通る 
山 を 登ら ず に トン ネル の 中 を 通る 
た め 最 短 上 距離 で 走る こと が で きる 。 













カー プ が ID あや が わが! 
ゆる や か な カー ブ で あれ ば スピ ー ド 
を 落と さ ず に 走る こと が で きる 。 






レー ル の は ば が 広い 
/ 病 新 競 線 の レー ル は 、 在 来 線 ( 特 急 ・ 普 
通 列車 な ど ) より は ば が 広い た め 、 安 
定 し て 走る こと が で きる 。 


新幹線 ルン ク 
を le&7-| ] 
りり 


( 販 











新幹線 が 速く 走る た め に 、 車 両 や 線路 な ど に いろ いろ な く ふ う が さ れ て いま す 。 
ここ で は 速 さ の ひみ つと な る ポイ ント を いく つか 紹介 し ます 。 


人) レグ き 還 グフ 
課 笑 だ 南 
道路 と 交差 し を いよ うに 、 
高 委 橋 を 走る の で 、 ふ み 
切り が な く 、 ス ピー ド を 落と 
さ ず に 走る こと が で きる 。 















ほこ jn ご 0) 


アジ ノリ バグ 


里 両 ぜ ザ 
モー ラー つき 


北陸 新幹線 は 、 12 両 中 
10 両 に モー ター が つい て 
いて 、 列車 全体 で 約 1 万 
6000 馬 力 の パワ ー が あ 


さか みち つま 
る た め 、 坂道 に も 強い が し 























ザル ダン ノ レレ 6 アザ の 


明 車 両 が 


りゅう せん けい 

少 線 型 

北陸 新幹線 の 先頭 車両 
ウラ クジ ジン ショ ン ラ シン 
と いう 空 所 を 受け 流す 形 
に な っ て いて 、 空 気 の て 
いこ う が 少 な いた め 、 速 く 
走る こと が で きる 。 


トバ バレ ババ レレ ペペ ベベ ペ つ で 、 
ン 





し ん か ん せん 


新幹線 の 車体 に は 、 軽く て じょう 
ぶな アル ミ 合 金 が 使 われ て いる 。 
段ボール の よう な 構造 で 、 軽 いた 
め 、 速 く 走る こと が で きる 。 








ベー ニニ ベ ズン ベベ ニン ル 


NZ マン ペン ペニー トニーーー 


23 HHHHHHHHHHH 


北陸 新幹線 の 特 ち ょ う 








半 の 多い 入内 に は 、 和 策 に スノー プラ ウ と いう 午 き 半 が つい て いて 、 人 を か 
き 分 け な が ら 走り ます 。 ま た 、 高 橋 で は 、 新幹線 が 走る 軌道 (路盤 コン クリ ー ト ) を 高く し て 、 除 時 車 が か き 


分 けた 雪 き を 貯 め て お く ス ペー ス を つく っ て いま す 。 





器 セ た め 32 ス や - 


! 





軌道 (路盤 っ > リー ト ) / 


HHHHHHHHHHE ブフ ノイ 


新幹線 に は 地域 ご と の 気候 や 状況 な ど に 合わ せ て 、 さま ざま な 工夫 が され て いま す 。 
福井 県 を 走る 北陸 新幹線 に も 、 安 全 に 速く 走る た め の 特 ちょ う が あ り ま す 。 





大 きだ 音 ザ が 出 な いて 品 う 


列車 が トン ネル に 入る と き 、 トン ネル の 中 の 空気 が 一 気 に 出 口 に お し 出さ れ 、 
大 き な 音 (トン ネル 身 波 。 トン ネル ドン ] と る 呼ば れ て いま す ) が 出 ま す 。 


I ぐ の 新幹線 は 先頭 車両 流線型 で ある た め 、 空 が 少し ずつ お し 出さ れる 
の で 、: 旧 音 を お さえ る こと が で きま す 。 








風 を 切る 音 を お さえ る た め 、 パ ンタ グラ フ ( 電 
線 か ら 電気 を 取り 入れ る 機械 ) も 空気 て いこ う 
、 が 少な い 形 (支え の 部 分 が 1 本 だ け で [ く 」 の 
字 ) に な っ て いま す 。 数 も 少な く 、1 編 成 (12 
両 ) に 2 基 だ け と な っ て いま す 。 


25 HHHHHHHHHHH 


新幹線 な 休む 家 」 


り 上 


車両 貴 地 


車両 量 地 は 1 2 両 編成 の 車両 が 何 編成 も 入る 、 
と て も 大 き な し せつ で す 。 
また 、 敦 賀 は 雪が 降る た め 、 建 物 で お お われ て いま す 。 






教 車 両 革 地 ( 仮 務 で は 、 パン タグ ラフ や 
ロ 台 定 、 ブ レー キ 壮 置 な ど を 貢 べ る 検査 な ど 
を 行い ます 。 ま た 、 車両 を きれ い に 洗っ た り 、 
台車 に 着い た 雪 を 取り の ぞい た り し ます 。 


面積 約 9 ヘ へ フタ ー ル 


ぼく リス 生か 上 世 貞 


北 際 新 幹線 の ルー ト に 


は 、 教 賀 市 の ほか に 長 


わけ 上 ん ほぼ くき 貞 


野市 と 有川 県 和 山 市 に 
6 車両 基地 が あり ます 。 


し ゃ りょう き ち は い 


軸 地 ほ 大 新入 


は く さん そう こう し ゃ りょう し 


(白山 総合 車両 所 ) 





車両 基地 は 、 走 り 終え た 新幹線 の 車両 が も どっ て 検査 や 修理 を 受け た り 、 
次 の 日 の 始発 まで 体 む 新幹線 の 家 の よ うな し せつ で す 。 ' 
2024 年 の 福井 ・ 敦 賀 開業 の 時 に は 、 終 点 と な る 敦賀 駅 の 近く に 車両 基地 が つく られ ます 。 











し ゃ りょう けん し ゃ りょう 


ち S こ ご な せ 
車両 の 点検 は 車両 基地 で 行い ます が 、 線 
か せん けん さ よう し ん か ん せん は し じょう 
路 や 架線 は 、 検 査 用 の 新幹線 を 走ら せ て 状 
た い し ら ほ く りく し ん か ん せん 
態 を 調べ ます 。 北陸 新 幹線 で は 、 イ ー ス ト ア 
時 けん さ し ゃ りょう < に ち か い じ そく 
イ と いう 検査 車両 が 約 10 日 に 1 回 、 時 速 
ほ く りく し ん か ん せん さい と う そく ど は し 
260km (北陸 新幹線 の 最高 速度 ) で 走り な 
と く そう ち きず 
が ら 、 カ メラ や 特 し ゅ な 装置 で レー ル に 傷 や 
ゆがみ が な いか を 調べ て いま す 。 





| 








さい し ょ し ん か ん せん 


回 日 本 で 最初 の 新 幹 線 
「O 系 」 が 誕生 し た の は 
いつ で し ょ う や 


(①1 3964 年 上 寺 オ リン ピッ ク 開 さい ) 
②1 983 年 寺 テ ィ メ ニー ラッ ド 人 
③1 9 年 遇 Dee の 


廊 ヒン ト :3 ペ ー ジ 


ほ く りく し ん か ん せん 


北陸 新 電線 7 系 W7 系 」 に ある 
特別 な 車両 「 グ ラン クラ ス 」 で は 
どん な サー ビス が ある で し ょ う ? 


レビ が ある 


① 座 席 に テ 
② 軽 廊 と 飲み 物 の 提供 が ある 
③ 個 室 が ある 


沈 ヒ モント:20 ペ ー ン ジン 


ほ く りく し ん か ん せん 


筋 の 見 北陸 新幹線 の 線路 や 


か せん けん さ 


困 線 を 検査 する 

車両 の 名 前 は 何で し ょ う ? 
① ド クタ ー レ ッ ド 
② イ ー ス ト ア イ 
③ ウ エス ト ア イ 


ヒビ ント:27 ページ 





ほ く りく し ん か ん せん 
北陸 新 時 編 フ イズ 


すべ て 解け た ら 君 も 新幹線 豆 博士 !! 





し ん か ん せん まめ は か せ 


ほ く りく し ん か ん せん 


上 5 の 中 北陸 新幹線 が 、 川 県 の 


金沢 駅 か ら 福井 県 の 敦賀 駅 まで 
つなが る の は いつ で し ょ う ? 


①2024 年 
②20324 年 
③20424 年 


区 ヒン ト :5 ペ ー ジ 


ほ く りく し ん か ん せん は し 


北陸 新幹線 を 走る 

「 か が や き 」 と 「 は く た か 」 の 

ちがい は 何で し ょ うつ 
① 速 ご 


て い し ゃ えき 


② 停 車 駅 


し ゃ りょう へ ん せい 


③ 車 両 編成 数 


ビン N21 ページ 


時 料 来 、 ノ 小浜 市 か ら 京都 市 まで 


ほ く りく し ん か ん せ 


北陸 新幹線 に 乗っ て どれ くら い の 
時 間 で 行け る よう に な る で し ょ う 


①2 時 間 
②45 分 
③19 分 


葉 ヒ ント :5 ペ ー ジ 
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